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１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率

人数 ６５０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ No.1 ７３.４
１

エ ６９.８

１００ ０ ０.０ １ No.2 ９８.８

３

オ ８７.２

９０～９９ ８ １.２ No.3 ７２.８ ① ６７.４

８０～８９ ４７ ７.２ ア ２０.６ ２ ② ４６.６

７０～７９ ８３ １２.８ １ ２ イ ７２.３ ③ ３２.２

６０～６９ ９３ １４.３ ウ ７３.５ ④ ３２.９

５０～５９ １２４ １９.１ No.1 ４４.１ 小 計 ５６.０

４０～４９ １２９ １９.８ No.2 ３９.７ (1) ８６.８

３０～３９ １０４ １６.０
３

No.3 ８５.３

４

１ (2) ８８.３

２０～２９ ４９ ７.５ No.4 ８５.０ (3) ２８.７

１０～１９ １３ ２.０ 小 計 ６６.０

２

① ５８.７

１～ ９ ０ ０.０ ① ６３.５ ② ５６.３

０ ０ ０.０ ② ６１.４ ③ ３６.７

＊合格者の中から、無作為に抽出した ２
③ ５９.２ 小 計 ５５.９

６５０人(12.5％)の結果である。 ④ ７０.５ (1) ５６.２

＊％の数値は，小数点第2位を四捨五入 ⑤ ５４.３
１

(2) ６７.７

したものである。 ⑥ ５６.５ (3) ６６.３

小 計 ６０.９ (4) ５８.９

２ ３７.３

５
３ ６３.８

４ ３４.３

５ １３.５

１ ３０.９

６
２ １８.３
３ ４.８
４ １.７

小 計 ３５.４

〈表３〉大問別の正答率の経年比較
大 問 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

１ リスニング ５０.８ ５３.６ ５７．３ ８２.２ ６６．０

２ 対話文読解 ５９.５ ５７.６ ６２．４ ８０.２ ６０．９

３ 長文読解、表現力・文法 ５９.９ ６４.２ ８３．０ ６１.０ ５６．０

４ 表現力 ４６.８ ４０.４ ５２．８ ５３.５ ５５．９

５ 長文読解 ４５.８ ３７.８ ３７．６ ５６.０ ３５．４

２ 分析結果の概要

〈表１〉について、20点台と30点台の得点層が、それぞれ7.5％、16.0％となっており、昨
年度の3.8％と5.7％と比較して増加した。80点台から90点台の層はかなり減少し8.5％となっ
ており（昨年度29.4％）、40点台から50点台の層が38.9％と増加した（昨年度26.8％）。

〈表２〉リスニングの１は昨年度と比較して66.0％とかなり下降した（昨年度82.2％）。「対
話文読解」の２は、昨年度と比較して60.9％とかなり下降した（昨年度80.2％）。「表現力」
を問う４の問題の正答率は55.9％と、この５年間で最も高い正答率になった（昨年度53.5％）。

〈表３〉について、「長文読解、表現力・文法」を問う３は、この５年間で最も低い正答

率となった。
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３ 小問ごとの内容及びねらい

出題形式 評価の観点
記号 英語 日本 関心 表現 理解 知識

大問 小 問 内容 出題のねらい 選択 によ 語に 意欲 の能 の能 理解

る よる 態度 力 力

記述 記述

No.1
身近な話題についての会話文を聞いて、その

１ No.2
内容に合う絵を選ぶことができる。

○ ● ●
No.3
ア

短めの英文を聞いて、空所に聞き取った語句
１

２ イ 聞く
を正確に書くことができる。

○ ●
ウ こと

No.1
３

No.2 比較的長い文章を聞いて、本文の内容に対す
○ ●No.3 る質問に対して、適切なものを選ぶことがで

No.4 きる。

①
②

会話文を読んで、その内容を理解し、英文を
２ ③ 読む

適切に並べかえて会話文を構成することがで ○ ● ● ●④ こと
きる。⑤

⑥

３
１ 読む

英文を読み、その内容に合う日本文を選んだ

こと
り、英文を自然な流れになるように並びかえ ○ ● ●

２ たりすることができる。
指示された語句を適切に並べかえて、飲み物

(1)
を勧める英文を書くことができる。

○ ●

１
書く

指示された語句を適切に並べかえて、「～が
○ ●(2) こと ある」という表現を含んだ英文を書くことが

できる。

４
指示された語句を適切に並べかえて、分詞を

●(3) 使った英文を書くことができる。
○ ●

① 興味のあることについて、自分の考えを英語 ○ ● ●
で表現できる。

２ 書く 初歩的な英語を用いて、自分の考えを英語で
○ ● ●②

こと 表現できる。

③
短い文章の中で、自分の考えを英語で表現で

○ ● ●きる。
本文の内容に対する質問に対して、適切なも

○(1)
のを選ぶことができる。

●

(2)
本文の内容に対する質問に対して、適切なも

○ ●
１ のを選ぶことができる。

(3)
本文の内容に対する質問に対して、適切なも

○ ●のを選ぶことができる。

(4)
本文の内容に対する質問に対して、適切なも

○ ●のを選ぶことができる。

５
２

読む
下線部分が指す内容を読み取り日本語で説明

○ ● ●することができる。

３
こと 下線部分が指す内容を読み取り適切なものを

○ ●選ぶことができる。

４
本文の内容を理解し、２つの空所に共通して

○ ● ●入る単語を適切に選ぶことができる。

５ 下線部分が指す内容を読み取り日本語で説明
○ ● ●することができる。

１

６
２ 本文の内容を理解し、その要約文の空所に適

○ ● ● ●３ 切な単語を挿入することができる。
４
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４ 標準解答及び考察

１ 〈標準解答〉

１ No.1 エ No.2 ウ No.3 ア

２
ア planning
イ Wednesday
ウ Could you come

３ No.1 エ No.2 ウ No.3 イ No.4 ア

〈ねらい〉
身近な話題についての英文を聞き、内容に合う絵を選んだり、聞き取った語句を書き取っ

たり、内容に関する質問の答えを選んだりすることを通して、具体的な内容や大切な部分
を聞き取る能力をみる。

〈考察〉
・ 大問全体の正答率は、66.0％であった。昨年度と比べて下降したものの、概ねリスニ
ングの力がついていると考えられる（昨年度82.2％）。

・ １の対話「時間について」、「買い物について」、「写真の中の動物について」それぞ
れの内容にあてはまる適切な絵を選択する問題は、正答率の平均が81.7％で前年（73.4％）
より高く、日常的な場面設定での短い対話文についての聞き取る力は定着しつつある。

・ ２の聞き取った語句を書き取る問題については、無解答はほとんどいなかった。アの
正答率は、20.6％で、誤答として「planing」、「playing」、「play」が多くみられた。
イの正答率は72.3％で、頭文字に小文字「w」を使った誤答が多く見られた。基本的な
大文字・小文字の原則の定着に課題がみられる。ウは語と語の連結による音変化を聞き
取る力をみる問題であるが、正答率が73.5％と高い（昨年度73.5％）。

・ ３の No.1と No.2は聞き取った内容をもとに、情報を組み合わせて答えを導き出す問
題で、No.3、No.4の85％台と比較して、正答率は44.1％と39.7％と低い。

〈今後の指導〉
・ 具体的な内容や大切な部分を聞き取ることができるように、聞き取りのための様々な
場面や機会を設定して繰り返し演習を行う。

・ 日常生活にかかわる基本的な語彙や文法事項については、聞いたり話したりするだけ
でなく、書き取りまでできるように繰り返し指導し、習熟させる。

・ 大文字で書くべきところを、大文字か小文字か判別できないものも多かったため、つ
づりはもちろん、大文字・小文字の指導もさらに充実させる。

・ 強勢、イントネーション、区切りなど基本的な英語の音声の特徴をとらえながら聞き
取ることができるように、様々な状況を設定して慣れさせる。

・ 語と語の連結による音変化については、授業中にその聞き取りと読み方に注目させ指
導する。特に、ＡＬＴとの授業において発音指導を意識的に行う。

２ 〈標準解答〉

① ウ ② ア ③ オ
④ イ ⑤ カ ⑥ エ

〈ねらい〉
身近な話題についての会話文を読み、話の流れに合っている英文を選ぶことを通して、

話の内容を理解し会話を構成する力をみる。

〈考察〉
・ 大問全体の正答率は、60.9％と昨年よりかなり低い（昨年度80.2％）。
・ 正答率は、④は70.5％と高いが、⑤のように空欄の前の文と、その後にくる文の流れ
を理解して選択する問題では、正答率は54.3％と下がる傾向にある。

〈今後の指導〉
・ 会話でよく使われる表現については、実際に使う場面を設定してペア活動などを通じ
て練習をさせる。

・ 文章を読む際には文脈に注意させ、特に、会話文においては話の流れを理解しながら
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読む習慣を付けさせる。
・ 社会の変化に目を向け、特に時事問題については、日頃から適宜情報提供を行い、興
味、関心の幅を広げる工夫をする。さらに、その話題について、調べ学習やスピーチな
どを行い、自分の考えを表現できる機会を増やす。

３ 〈標準解答〉

１ エ オ
２ ① ウ ② イ ③ ア ④ エ

〈ねらい〉
英文を読み、内容に合うような日本語の文を選んだり、英文が自然な流れになるように

段落を適切な順番に並べかえたりすることを通して、その内容（文脈）を読み取る能力を
みる。

〈考察〉
・ 大問全体の正答率は、56.0％と昨年より低い（昨年度61.0％）。
・ １の内容を読み取る問題の正答率は、エが69.8％で、誤答例としてはウが多かった。
オは87.2％と高く、概ね内容の読み取りができている。

・ ２の英文を適切に並べかえる問題は、正答率の全体が44.8％と低く、短い英文の文脈
を読み取る力はまだ不足していると思われる。

〈今後の指導〉
・ 授業では身近な話題を取り上げ、small talk や speech などを実践することで表現に習
熟させる。

・ 内容を文脈から理解できるように、段落ごとに内容を要約させるなどの活動を通じて
段落構成に慣れさせる。

・ 文と文をつなぐ接続詞や、論点で使用される副詞などを使って表現ができるように習
熟させる。

４ 〈標準解答〉

１
(1) What ( would you like to drink )?
(2) There( is a bike shop over there ).
(3) This ( is the chair my father made ) two years ago.
① I’m interested in ( (例) English )

２
② because ( (例) I want to speak English well ).

③
(例) I feel so good and happy because our school becomes clean.

〈ねらい〉
場面に応じて、指示された語句を並べかえて適切な英文を作ったり、与えられた情報を

もとに、初歩的な英語を用いて自分の考えなどを書いたりすることを通して、表現する能
力をみる。

〈考察〉
・ 大問全体の正答率は、55.9％と昨年よりやや高い（昨年度53.5％）。
・ １の(1)は、86.8％の正答率である。さらに定着を図る必要がある。
・ １の(2)は、88.3％の正答率である。誤答例として「is a over there bike shop」などが
みられた。品詞による修飾関係の理解を深める必要がある。

・ １の(3)は、28.7％の正答率である。誤答例として「This is the chair made my father.」
などが多かった。特に接触節については、定着を図る工夫が必要である。

・ ２の①は、58.7％の正答率である。誤答例として「study English」、「play sports」など
動名詞に変化させずに書いているものがみられた。また、学校生活に限定した条件にし
たがって、自分の使える単語で表現することが困難であったと考えられる。

・ ２の②は、56.3％の正答率である。綴りの間違いが多く見られたが、無解答が少な
く書こうとする意欲は感じられる。

・ ２の③は10語以上で書く表現力を問う問題であるが、無解答が少ないことから、全
般的には与えられた条件にしたがって積極的に書こうとする意欲は感じられる。ただ
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し、正答率が36.7％であることから、質問された内容を正しく理解し、読み手に正確に
伝わるように書く力はまだ定着していないと思われる。

〈今後の指導〉
・ 日頃から英語を使って授業を進めることはもちろん、言語材料の基礎的・基本的事項
については、繰り返しの指導によって定着を図る。

・ 具体的な場面や状況を設定して、考えや意見、その理由を含めて英語で書く練習をさ
せる。

・ まとまりのある文章を書く際に、自分の意向が読み手に対して正しく伝わるように、
語と語のつながりなどに注意して正しく書く指導を行う。

・ 文型や文法事項を意識して、話したり・書いたりする練習を繰り返し行うことで、定
着を図る。

５ 〈標準解答〉

１ (1) ア (2) イ (3) ウ (4) イ
２ （例）山の水，川の水，海の水
３ エ
４ エ

５

食 べ 物 に つ い て も っ と 理 解 し ， 見 方 を 変 え ，
人 や 環 境 や 文 化 に つ い て 考 え て ほ し い と い う
こ と 。 （例）

６ １ （例）water ２ help ３ for ４ coming

〈ねらい〉
比較的長い英語の文章を読み、内容に関する質問の答えを選んだり、英文の内容を日本

語で説明したり、要約文を完成したりすることなどを通して、文章の概要や要点を読み取
る能力をみる。

〈考察〉
・ 大問全体の正答率は、35.4％で、昨年度と比較してかなり下降した。（昨年度56.0％）。
・ １全体の正答率は、62.3％である。特に、(1)が56.2％と低く、本文の内容と選択肢
の内容を正確にとらえられなかったと考えられる。

・ ２の正答率は、37.3％と低い。「山と川がつながっている。」「山や川や海は１つであ
る」などの誤答が多かった。指示代名詞が指す内容を理解しながら読むことに課題がみ
られる。

・ ３の正答率は、63.8％である。下線部の指す内容は、前の段落にあったため、指示内
容を正確に判断できなかったと考えられる。

・ ４の正答率は、34.3％と低い。英文を読んだり、表現したりする際に手がかりとなる
表現についての理解が不足していると考えられる。

・ ５の正答率は、13.5％とかなり低い。下線部の指す内容を45字以内の日本語で答える
問題であるが、前の段落を正確に読み取れば解答できる問題であることから、文脈をと
る力や、内容をまとめて表現する力が不足していると考えられる。

・ ６全体の正答率は、10％台とかなり低く、特に、３と４の正答率が低かった（それぞ
れ4.8％、1.7％）。全体の内容を正確に理解し、要約する力が不足しているのと同時に、
英文の内容は変えずに別の表現で書き換える力が不足していると考えられる。

〈今後の指導〉
・ 限られた時間の中ですばやく英文に目を通したり、意識的に特定の情報を探しながら
精読させたりするなど、目的に合ったさまざまな読み方をさせる。

・ 段落ごとの概要を読み取る、本文中の表現について具体的に日本語で説明する、ある
表現に込められた登場人物の心情を読み取るなど、授業の中で適切に指導をする。

・ 英文全体の段落構成や、段落ごとのつながり、さらには文と文のつながりなどを意識
させて読ませる工夫をする。

・ 語彙力・文法力の習得を確実に行いながら、段落ごとの要約を書かせたり、英文全体
を簡単な英語でまとめさせたりするなどの指導を工夫する。


